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2Np－7 繊維製品の紫外線遮蔽性能
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　まえがき

　生活環境の中で、紫外線による繊維製品の変退色や生体が受ける皮膚障害などの問題
がある。特に最近では環境破壊にともなうこれらの弊害が着目され、種々の紫外線遮蔽
織物や編物が開発されている。

　ここでは紫外線遮蔽に影響を及ぼす要因について、布構造および布の色相、明度、彩
度について実験、検討を行う。
　方法

　照射装置として波長3 6 0 n mの紫外線ランプを用い、無試料時と試料セット時との
紫外線強度を測定し、両値から紫外線遮蔽率を求めた。

　試料として、まず同色で厚さが0. 08-0.24mmまで６段階の厚紙に1.5m
ｍの孔を1~ 2 0個あけて、気孔面積（気孔率）の変化にともなう紫外線遮蔽率を求め
た。　ついで同一綿布で色相、彩度、明度を５段階に変化させて、紫外線遮蔽率を算出
した。

　結果
　紫外線遮蔽率は気孔面積（気孔率）に依存し、その増加にともなって減少する。厚さ
の影響は認められなかった。

　色に関しては、明度が低いほど紫外線遮蔽率が大で、その効果も顕著である。彩度も
低いほど紫外線遮蔽率が大になるが、その効果は明度に比して少ない。

2Np－8 疎水性積層布の過渡透湿特性のモデルによる検討

　　　　　　和洋女大文家政　高橋和雄

　序綸衣内湿度を大きく急激に変化させたい場合やその逆の場合かある。このために、露出型’の高

速湿度センサーを用い（応答時間10秒、加熱クリーニング必要）"、5枚までの布の重ね枚数と透湿

遅れｒとの関係を調べてきた2‰また、布の両側に空隙を持たせそこでの過渡的湿度を計測する装置

を開発し、２枚目以降では湿度変化か緩慢となるため応答特性に限界のあるセンサーでも使用できる

ことを報告した3)。今回は、透湿モデルによる計算を再検討した3. 4 '。

　方法図のモデルＡに加え、初期条件の異なるモデルを

検討した。濃度Cnの微分方程式をラプラス変換し、得られ　'(I

た関数をCauchyの積分定理と留数定理により逆変換する。

　結果布厚/.透湿係数P､枚数Nとし、tくOにおいてi-1 .N

に対しCjべ)､t-0においてCoだけを1にしたモデルAで、k －

1/2?を1とおくと、何枚重ねても1枚目(n=l)の湿度は1分

までに急増する(右上図)。しかし、2枚目(n ＝2)で

し、k=10の場合は、1枚目でも重ね枚数に関係なくこの変

化は緩やかとなり、重ね着の意味は減少する（右下図）。
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